
評価 評価概況と次年度への改善策等 評価 コメント
ルールやマナーを意識
し、自分で行動を選択でき

登校指導の回数

無施錠の指導を受けた生徒の延
べ数

携帯電話の管理と使用に関する
指導を適宜行う。

指導を受けた生徒の延べ数

服装指導を各学期おこなう。 指導により身だしなみが改善した
生徒の延べ数

仲間を理解し、互いに成
長・協力できる。

学校行事（球技大会）をとおし
て、クラス連帯感を高める。

学校評価アンケート（生徒）
グループ２質問７

A 目標を十分達成できた。

部活動をとおして、自己の
成長を意識し、目標達成
のため考え抜くことができ
る。

部活動紹介や、各部のPR活動を
推奨し、入部率を上げる。

部活動への加入率

B

次年度はインスタ等のPR活動を活発に
して目標値を達成したい。

自他の人権を尊重し合う
豊かな人間関係の形成の
支援に努める。

いじめに関するアンケート調査を
実施し、いじめの実態把握と早
期発見・早期解決に努める。

学校評価アンケートで、いじめア
ンケートの効果について肯定的
な回答をした生徒の割合

Ａ
いじめに関するアンケートの回答率を上
げるよう働きかる。

生徒の実態に即した人権
教育、道徳教育を推進す
る。

各学年部との連携のもと、生徒
の実態に即した人権教育、道徳
教育に関するＨＲ活動を行う。

学校評価アンケートで、人権教
育に関するＨＲ活動の効果につ
いて肯定的な回答をした生徒の
割合

Ａ

生徒の実態に合ったＨＲ活動になるよ
う、学年会と内容を検討・修正をする。

環境土木
科

規範意識を高め、粘り強く
学習に取り組む姿勢、社
会人としてふさわしい道徳
感や多様な仲間と協力し
学習することができる。

実験・実習において他の生徒と
協力して学習に取り組むことがで
きた。

授業評価において、他の生徒と
協力して学習に取り組むことがで
きたと感じる生徒の割合

Ａ

授業と実習の中で、複数の教員が指導
にかかわることで、個別に細かな指導が
できたことが高い評価につながった。一
方、学習内でケガや教材・機材具取扱な
ど規範意識の向上が必要である。

総合学科
共通

自分とは異なる考え方や
意見を受け入れ、自分の
考えを伝えることができる
生徒の育成

他人の意見を受け入れ、柔軟性
をもちながら、自分の意見を伝え
ることができる態度育成し、チー
ムで活動する素地を形成する。

グループでの話し合いや発表
で、意見の異なる人の話も受け
入れ、自分の意見を発表するこ
とができたか。

A

授業等で話し合いをする機会が多くあ
り、多くの生徒が協働活動は得意である
ように見える。「よくできた」は68.1%であ
る。

基本的生活習慣の定着を
図り、自他を尊重し合う良
好な人間関係を構築す
る。

場に応じたふるまいができる。挨
拶、言葉づかい、服装、身の回り
の整理・整頓など適切にできる。

服装指導で節度を守れている生
徒が９５％以上であったか

B

スカートの短さや化粧はいたちごっこで
ある

基本的生活習慣の定着を
図り、自他を尊重し合う良
好な人間関係を構築す
る。

諸活動をとおして他者と関わり、
豊かな人間関係を育成する。

部活動の入部率が90％以上で
あったか。

B

部活動で日々の練習に励むことにも価
値があるが、外部の活動に関わる生徒
もおり、様々な場面で豊かな人間性が
育まれていると感じた。

個々の体調管理の徹底 生徒の健康観察シート入力割合

保健室と関係各所との連携 各学年部会に保健部員の参加

適切な個別支援を提供 個別支援の不提供による不登校
傾向となった生徒の数

安全点検や各種検査、測定の徹
底

安全点検、水質検査、照度検
査、空気測定の実施割合

清掃活動の改善（モップ化） モップ化した階層の数

生徒保健委員会の活動計画と実
施を再開

前年度比較した活動の増加数

農場部

実験・実習をとおして農業
教育を推進する

安全管理をおこない事故のない
実験・実習を行う

実験・実習中に起こったケガ等の
数

B

実習中に生徒が転倒し、骨折した事案
が１件認められた。危険を予測する能力
をはぐくむとともに、刃物類の使用、機械
操作・農薬使用、食品安全管理などの
知識技能の習得も引き続き必要である。

環境土木
科

規範意識を高め、粘り強く
学習に取り組む姿勢や、
社会人としてふさわしい道
徳規範や、多様性のある
仲間と協力し学習すること
ができる。

実験・実習において、安全項目を
確認し機械等を正しく取り扱い、
破損や紛失をなくし、ケガなどに
よる保健室利用がなかった。

授業評価において、安全に配慮
され、学びやす学習環境であっ
たと感じる生徒の割合

Ａ

授業と実習の中で、複数の教員が指導
にかかわることで、個別に細かな指導が
できたことが高い評価につながった。一
方、学習内でケガや教材・機材具取扱な
ど規範意識の向上が必要である。

食品系列

教員間の連携を密に図
り、安全・安心な実習を実
施する。

生徒が事故なく実験・実習を行う
とともに異物混入等の食品の安
全管理を徹底する。

ケガ・事故の発生回数

C

製造時に使用する機器のトラブルにより
この値となった。生徒にへの事前から実
習中の指導・確認を徹底し、事故を防止
する。

１年学年
会

基本的生活習慣の定着を
図り、自他を尊重し合う良
好な人間関係を構築す
る。

心身の調子を整えて、集団生活
に向かうことができる。

学年全体の出席率が９９％以上
であったか。

B

家庭環境等からの心身の不調を抱える
生徒は少なくない。

教務部

生徒にとって魅力ある学
習活動を展開する学校を
目指す。

授業改善を深化させる 生徒による授業アンケート項目
(６)「自分は主体的にこの授業に
参加していたか」 の評価平均が
９０％以上 Ａ

各授業者がＩＣＴ機器を活用し、魅力ある
授業作りに取り組んだ。授業力向上や
グランドデザイン実現に向けた授業研究
の場が、魅力ある学習を創出する機会
となる。今後も生徒主体的の学びを進め
る。

図書研修
部

生徒主体の図書委員会活
動を推進する。

図書委員長等を中心にして、生
徒の意見やアイデアを取り入れ
た図書館活用イベントを企画・実
施する。

生徒主体の図書館イベントの実
施回数

B

生徒面談週間の待ち時間をねらったが
参加者が少ないのが課題。次年度はHR
活動での利用を働きかける。

農場部

課題研究の高度化や学校
農業クラブ活動を活性化
させ主体的に学ぶ姿勢を
育成する。

農業クラブ活動を活性化し、学習
活動を行う

県大会における最優秀の数

A

鑑定競技（造園）、意見発表（Ⅲ類）で最
優秀を獲得した。今後とも鑑定競技やプ
ロジェクト発表など、生徒のモチベーショ
ンを高める指導が必要である。

課題解決に向けた目標設
定ができ、計画的に物事
に取り組み、結果に対して
適切に考察することがで
きる。

（１）取得すべき資格試験を自ら
選定し、合格に向けて意欲的に
学習することができたか

（１）各種資格試験に合格した生
徒の割合

C

3年生進路決定後の資格試験は合格率
が低かった。新r決定後の必要性や資格
の価値などを指導が必要がある。

課題解決に向けた目標設
定ができ、計画的に物事
に取り組み、結果に対して
適切に考察することがで
きる。

（２）各授業や校外学習の提出課
題や事後レポート作成に真摯に
取り組み成果をあげることができ
たか

（２）指定された課題・レポートの
提出された割合

C

classroom経由でのレポート提出の機会を
増やしたが、77.7%と低い提出状況だった。
まだ手書きのレポートの提出率はが高いた
め、提出状況のこまめな確認と声掛けを心
がける。

系列や科目等の選択に主
体的に取り組む生徒の育
成

生徒自身が、進路希望等に照ら
し合わせて系列や授業の選択に
主体的に取り組むよう支援する。

生徒が自身の進路選択に合わ
せて、有効な選択ができたか。
（アンケート調査・面談等） A

選択科目の定員等の関係で、科目変更必
要があった。できるだけ生徒の希望が叶う
ような科目の組み合わせ方も必要である。
「よくできた」は78.2%であった。

日々の生活で小さな目標
を自主的に設定し、達成
する過程を通じて自ら成
長できる生徒の育成

日々の学習や将来について、目
標を設定するきっかけをつくり、１
人ひとりの目標達成を支援す
る。

小さな目標を自ら設定し、その解
決に向けた努力を積み重ねるこ
とで少しずつ成長することができ
たか。（アンケート等）

A

継続した努力が苦手な生徒や自分に厳しい
生徒は評価が低くなると考えられる。「よくで
きた」は40.3%であった。

地域系列

専門教科を通して、地域
の課題や資源について知
り、地域の魅力を発信でき
る。

発表やまとめを通して、課題を明
確化し発表し、互いの意見や完
成物を高め合う活動ができる。

発表会などを通して、他者の考
えや思いを理解し、前向きな考え
や意見を持つと自己判断できる
肯定的評価の割合。

Ａ

発表会について肯定的な回答が多かっ
た。今後成果物を高めあう活動が必要
である

教務部

新学習指導要領に対応し
た評価の在り方を構築す
る

授業と評価の一体化を進めるた
めにルーブリック作成を推進す
る。

ルーブリック作成に関する教職
員研修を実施する。

Ａ

研修を実施したことで、授業と評価の一
体化の共通理解が図られた。今後、より
よい評価に向けた工夫や情報提供をし
ていく。

生物生産
科

農業に関する学習をとお
して協働的に取り組む態
度を身に付ける。（チーム
ワーク力）

発信力、傾聴力、柔軟性の定着
と向上を目指し、下記の取り組み
を実施する。
・対話的な学習場面を効果的に
取り入れる。
・友人と協働して学習する場面を
効果的に取り入れる。

アンケートにおいて、「協働的に
取り組む態度」について肯定的
に評価した生徒の割合により評
価する。 A

授業や実習で、グループワークやディス
カッションなど、生徒同士が関りを持つ学
習場面を設定したこと等が肯定的な評価
につながる要因になった。対話的な学習
や協働的な学習を苦手とする生徒へは、
丁寧な個別支援を継続したい。

定期的に小テストや実技テストを
実施する。

小テストと実技テストの実施回数
B

各授業や単元ごとに振り返りや理解度
を把握できるように実施した。

外部講師による特別講義、介護
技術指導などの活動を実施す
る。

特別講義、介護技術指導の実施
回数 A

学校アシスタントとして講師を依頼し年間
を通して講義や実技指導を実施した。
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生徒指導
部

人権教育
部

１年学年
会

保健部

環境土木
科

総合学科
共通

福祉系列

（２）健
康・安全
管理

（１）人と
のかか
わり・規
範意識・
社会性

A
　
安
全
の
保
障

B
学
び
の
保
障 （２）授業

改善

（１）生徒
の主体
性

A

B

B

A

・生徒が課題・レポートを提出しない理
由を明確にし、改善する必要がある。

・主体的・対話的で深い学びは、教師の
授業改善と表裏一体である。特に主体
性は非認知能力とも深い関りがある。
自己目標を設定し、丁寧に克服するよ
うな粘り強い取り組みや、達成感を味
わうことが重要となる。個別対応も重要
である。

・農業クラブの頑張りはすばらしい。

・教員の努力の成果が出ていると感じ
る。これまでように教員の使命として意
識を高く持ち、チームで取り組んでいた
だきたい。

・生徒同士が関りを持つ学習場面を設
定されたことはとても有効な取り組み
だ。対話学習が苦手な生徒への支援を
期待している。

実習及び体験的学習を充
実させ、生徒が基礎的な
知識・技能を習得・活用す
る力を身につける。

生徒自らが、心と身体の
健康に努め、自己管理で
きる能力を育成する B

コロナが5類に移行し、健康管理の意識
が緩んだ傾向がみられた。３年続いた義
務的な健康調査から解放されたことも要
因と考える。次年度は習慣化するように
活動したい。

・けが、事故の防止対策、ヒヤリハット
の共有は重要である。

・学校の特徴から、食育について重点
的に取り扱われていいのではないか。
栽培している野菜や果物と結び付けた
「スポーツ食」や「美容と健康食」など、
生徒が主体的に学べそうな面白い内容
がある。

安心・安全な学習環境を
目指し、環境・美化意識の
向上に努める B

モップ化は予算の関係上1階分が限界
だったのであと2年で完成を目指す。生
徒保健委員会の活動は次年度の課題と
したい。

自己評価 委員評価

登校指導や自転車の鍵かけ指
導をおこなう。

A

携帯電話使用は、目標値を大きく超え
た。次年度からルールを守るよう働きか
ける。服装指導は、多くの生徒を改善で
きたが、違反者が多くいることが問題点
と考える。言われて正すから、自ら正す
態度を育むことが大切である。

・ルールやマナーについては、達成でき
ていない理由や目標の設定が正しいの
か検討が必要である。

・携帯電話の管理と使用についての評
価が低いようだが、規範意識について
は生徒の自治によるお互いの声掛け、
啓発できるような仕組みづくりを工夫し
てほしい。

・社会人になるときの基礎となるものを
引き続き大切にしてもらいたい。

・教職員が細やかに生徒に接している
様子や、生徒間の話し合いが活発な様
子がうかがえる。

大項目 小項目 分掌 目標 取組指標 成果指標
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自己評価 委員評価

大項目 小項目 分掌 目標 取組指標 成果指標

教務部

生徒にとって魅力ある学
習活動を展開する学校を
目指す。

生徒が主体的に学習に取り組む
態度を育むために、ICT機器を活
用する。

Classroom活用状況アンケートに
おいて、「Classroomを活用してい
ない」という授業担当者の割合が
０％ Ｂ

各授業者がＩＣＴ機器を活用し、魅力ある授
業作りに取り組んだ。授業力向上やグラン
ドデザイン実現に向けた授業研究の場
が、魅力ある学習を創出する機会となる。
今後も生徒主体的の学びを進める。

ICTを活用した授業を互い
に公開・見学し、授業づく
りを学び合う。

互見授業（公開1回、見学2回）に
より、他者の授業づくりの良さを
見付け、自己の授業改善に役立
てる。

ICTを活用した互見授業の実施
率 B

実施が3学期に集中すると見学しにくくな
る。次年度は互見授業月間を設ける教
科会で計画するなど考えられる。

教員のICT活用を推進す
る。

Google Workspaceまたはschool
Taktを活用した実践例を紹介・操
作する研修会を企画・運営する。

Google Workspaceまたはschool
Taktを活用するICT研修の実施
回数

A

SchoolTakt研修１回、ミニ研修3回（うち1
回はICT支援員）。SchoolTakt実践者が
いないことが課題。

食品系列

魅力ある授業の展開 ＩＣＴ器機等を用いて分かりやす
い授業を行うことで、生徒の興
味・関心を高める

アンケートにおいて、食品系列の
授業に対する興味・関心がもて
たと答えた生徒の割合。 B

ICT機器の使用頻度は、教員や授業に
より異なり、系列内で生徒へ重点的事項
については、系列共通で示し方（ICT）を
検討する必要がある。

課題研究の高度化 校内における新規性・社会性・科
学性のある研究の推進

連携研究に取り組んだ数
A

島大、大根島、企業との連携を積極的
に行った。

高大・地域連携学習の推
進・島根大学・島根県立大
学との連携

学科・系列の特色を生かした連
携事業の推進

四年生大学への合格
（島根県内大学への合格） Ａ

四大への進学者が多かった。

農場部

課題研究の高度化や学校
農業クラブ活動を活性化
させ主体的に学ぶ姿勢を
育成する

地域・上級学校との連携・協働し
た研究を実践する

課題研究における研究の数

B

生物生産科は、水耕野菜、耕作放棄
地、花育など、環境土木課は、建設業協
会青年部との合同研究、総合学科は、
レンコン、カレー開発など12研究で地域
連携を実施した。引き続き継続・発展さ
せる。

キャリアパスポート内で、生徒が
自分自身のあり方についての振
り返りを２回以上行う。

キャリアパスポートでの振り返り
を行った回数 Ａ

卒業時までに生徒全員の進路を
決定する。

卒業式までの進路決定者の割合
Ａ

地域系列

校外学習や地域との連携
に際し、その場にふさわし
い挨拶や服装、態度がで
きる。

授業を始め、学校生活全般で、
社会人として必要な挨拶やその
場にふさわしい服装や態度がで
きる。

年度末アンケートで、授業や
様々な学習活動で、その場にふ
さわしい服装や態度ができてい
る割合

B

65％の生徒が服装や態度について肯定
的にとらえている一方、35％は否定的で
ある。引き続き声掛けが必要である

個人又は集団での時間管理がで
きる

生徒アンケートで授業の開始前
に着席できたと回答した割合 Ａ

基本的な生活習慣について、今後も指
導を継続していく。

場に応じた挨拶や言葉づかいが
できる

生徒アンケートで、場に応じた挨
拶ができたと回答した割合 Ａ

基本的な生活習慣について、今後も指
導を継続していく。

規則やルールを守り、身の回り
の整理・整頓ができる

生徒アンケートで、規則やルー
ルを守ることができたと回答した
割合 Ａ

達成値は高いが、実際は制服の着こな
しなどの校則違反が目につく。違反をし
ていることについて自覚を促していく。

諸活動をとおして他者と関わり、
豊かな人間関係を築くことができ
る

生徒アンケートで、学校行事や
部活動などの諸活動に積極的に
参加したと回答した割合 Ａ

部活動の入部率は低いが、各種行事へ
の参加は積極的な生徒が多い。一部苦
手な生徒もいるので、支援していく。

自他を尊重し合う豊かな
人間関係を築くとともに、
社会人として必要なマ
ナーや規範意識を身につ
ける。

集団生活をとおして、自分の行
動が他者に与える影響について
主体的に考え、行動をより良く改
善し、社会性を育む。

生徒・保護者による学校評価に
おいて、時間や校則が守れた、と
感じる生徒・保護者の割合 C

学年全体で遅刻数が多く、服装・頭髪の
乱れを散見したことから評価が低いと考
える。自覚を改善に繋げられないことが
反省点。

自らの進路実現に向け、
主体的に学習に取り組
み、自分で進路選択をす
る。

授業の中で疑問に感じたことを
調べたり、自身の考えを他者に
伝えたり、他者の考えを聞いて
思考を深める学習活動を行う。

生徒による学校評価において、
積極的に学習活動に取り組み成
長できた、と感じる生徒の割合

B
各担任の適切な面談実施、学校全体で
進路実現に向けて取り組めた。

生徒が複数の方面から進
路情報を得ることで、的確
な進路選択ヲができる広
い視野を持つ。

進路ガイダンス、進路学習会、企
業ガイダンスなどを計画的に行
う。

計画通りに実践できた割合

Ａ

計画的に実施できた。来年度は保護者
進路説明会をＰＴＡ総会時に実施して保
護者や職員の負担を減らしたい。

生徒や教職員が「進路の
手引き」を用いて進路学習
や進路実現に役立てるこ
とができるようにする。

「進路の手引き」を全面改訂し、
生徒や保護者、教職員が生徒の
進路について考える際に使いや
すくする。

進路について考える際に「進路
の手引き」が役立ったと感じた人
の割合 Ａ

進路の手引きと面接準備ノートを1冊に
するか別冊にするかでは、生徒の意見
が半々に分かれた。実験的に来年度は
1冊にまとめてみたい。

生物生産
科

農業に関する学習をとお
して、何事にも粘り強く取
り組む力を身に付ける。
（アクション力）

主体性、選択する力、働きかけ力、
実行力の定着と向上を目指し、下記
の取り組みを実施する。
・授業で学んだ知識を「技」として発
揮する活動を行う。
・研究や調査、栽培管理等において
自分の考えを試す活動を行う。

アンケートにおいて、「粘り強く取
り組む力」について肯定的に評
価した生徒の割合により評価す
る。 A

専門的な学習もとに、知識や技術の定
着度合いを見極め、丁寧な個別指導を
実施したことが、肯定的な評価の要因と
なった。次年度も、全体指導と個別指導
のバランスに重点を置きサポートした
い。

食品系列

生徒の適性に即した進路
指導を早期から行う。

課題研究や企業見学を通し、地
元企業、上級学校との連携を深
め、進路選択に役立てる。

食品に関連する企業への就職ま
たは関連性のある上級学校への
進学の割合。 C

保育や地域政策の関連学科への進学、
公務員等進路先が多岐にわたり低い評
価となった。食品関連の魅力を感じる機
会を増すことで、食品業界を志望する生
徒を増やしたい。

地域系列

校外の企業や、各県機関
との連携を図る。

進路希望状況を踏まえ、進路希
望に合わせた地域のとの連携を
持つことができる。

年度末アンケートにおいて、課題
研究等の発表において、地域と
の関わり合いを持てたと答えた
生徒の割合。

Ａ

課題研究について、積極的に取り組ん
だ生徒が多かった。地域とのかかわり方
について、改善していきたい。

主体的に学習に取り組む
態度を育て、個に応じた進
路指導に努める。

各教科担当と連携を図りながら
学習習慣の確立に努め、基礎的
な学力の定着を図る。

定期テスト１週間前から学習時
間平均３時間以上確保できた
か。

Ｂ
個人間格差が大きい。

教員間との情報共有に努め、生
徒一人一人に応じた進路指導を
おこなう。

各学期生徒面談ができたか。
各クラス面談実施率が１００％と
なったか。

Ｂ
決まった時期の面談のみならず、丁寧
に対応できた。

主体的に学習に取り組む
態度を育て、個に応じた進
路指導に努める。

各教科担当と連携を図りながら
学習習慣を確立し、学力の向上
を図る。

生徒アンケートで、定期試験前
に家庭学習時間を１日平均３時
間以上確保できたと回答した割
合

Ｂ
１年次よりはよくなっているが、まだまだ
取り組みが甘い。もう少し目標を高く設
定したい。

教員間との情報共有に努め、生
徒一人一人に応じた進路指導を
行う

生徒アンケートで、総合的な探究
の時間や面談を通して自分の進
路について真剣に考えると回答
した割合

Ａ

進路志望が明確な生徒が多い。一方で
迷うことも大事なので、考える機会や情
報を提供する。

自らの進路実現に向け、
主体的に学習に取り組
み、自分で進路選択をす
る。

生徒の希望する進路実現に向け
て、個別の面談を必要に応じて
実施する。

生徒１人当たりの面談のべ回数
B

各担任の適切な面談実施、学校全体で
進路実現に向けて取り組めた。

課題研究の高度化を図るため
に、高大連携学習を推進する。

生徒の学校評価で、進路実現の
ため満足できる指導がなされて
いると思う生徒の割合

B
各担任の適切な面談実施、学校全体で
進路実現に向けて取り組めた。

総務部

松農発表会や学校説明
会、体験入学、ＨＰなどを
通して、本校の活動を効
果的に紹介する。

・ＨＰや体験入学を活用し、ＰＲ活
動に努める。
・わかりやすい資料を使って学校
説明を行う。

昨年度並みの体験入学や様々
なＰＲ活動をとおして、志願倍率
が１倍を維持する。 B

松江市・安来市・雲南市の中学校で、要
望のあった全ての学校に対して、高校説
明会を行った。昨年度13校から今年度
25校に増やしたが、昨年度並みの志願
者獲得にはつながらなかった。

総務部

ＰＴＡ活動の充実を図り、
保護者主体の取組みにな
るよう工夫する。

・総会、ＰＴＡ活動の日、収穫祭で
の保護者の参加を促し、保護者
中心の運営を行う。

総会、ＰＴＡ活動の日、収穫祭で
保護者の30％以上の参加を目
標にする。

C

PTA総会の出席者は70名であった。ま
た、１・２年生面談と３年生集会の参加
者は85名であった。面談や集会だけで
なく、議決機関である総会への参加も呼
びかけていきたい。

魅力化推
進室

校外へのＰＲ活動の推進 中学校への説明、体験入学、松
農発表会、進路説明会、ホーム
ページなどをとおしてＰＲ活動を
推進する

積極的に取り組むことができた
か Ａ

ホームページに積極的な情報をすること
ができた。

福祉系列

生徒の学習を地域へ積極
的な情報発信を行い生徒
の達成感と肯定感を高め
る。

魅力化推進室との協力、本校Ｈ
Ｐの積極的な活用を行う。

ＨＰへの掲載回数

B

校外学習や交流学習の様子などホーム
ページに掲載した。

１年学年
会

２年学年
会

３年学年
会

（２）指導
環境の
改善

（１）生徒
の主体
性

（４）魅力
化推進

D
情
報
発
信

図書研修
部

B
学
び
の
保
障

C
進
路
の
保
障

（３）ICT
活用

・各中学校に対し、魅力化事業の取組
など松江農林の魅力を今以上に発信し
て欲しい。また、対象者を大人だけでな
く幼児から高校生にも広げたり、生徒発
の発信をして魅力を伝えてもらいたい。

・各種メディアから松江農林高校の教
育活動を目にすることは多い。できるだ
け本校の独自性や特徴を地元新聞社
やテレビ局、SNSなどを活用し、県民に
伝えて欲しい。

・PTA総会などではwebも利用して、参
加を増やすことが重要だ。

B

A

A

B

B

生徒が自身の変化のあり
方を客観視し、自分の個
性や適性を意識できるよう
にする。

就職者については応募前見学の参加、
進学者についてはオープンキャンパス
や各学校のセミナーへの参加を一層促
したい。

・公務員も含めた就職者の９５％が県
内就職となっており、地域人材の確保
に繋がっている。

・近年は、学ぶ意欲さえあれば、多様な
進路選択があるので、アンテナを高く
張って進路情報をつかみ、足を運んで
自己判断するように指導してほしい。

・服装については、どう自覚させるかが
難しい。なぜそれを守る必要があるの
かを生徒に丁寧に説明する必要があ
る。

基本的生活習慣の定着を
図り、自他を尊重し合う良
好な人間関係を構築する

・教員の指導の成果が出ている。進路
に対して3年次に学校全体で取り組ん
でいることが良い結果に繋がっている。

・農業に従事している卒業生や様々な
職種についている先輩との対話の機会
を作り、将来の自分を投影できる企画
を期待している。

進路指導
部

２年学年
会

３年学年
会

進路指導
部

・まずは教員が学ぶ必要があるのかも
しれない。施設設備を整え、研修会の
実施などから教員のアレルギーをなくし
たい。

・県内大学への進学者が近年になく多
かった。地域や産業界との連携、また
島大や県立大との高大連携など魅力
化事業の成果が表れている。
・今年度は今まで以上に生徒のコミュニ
ケーション能力の育成にポイントを置い
た取り組みが印象に残った。
・教員の努力が伝わった。今後も地域と
の連携を継続して欲しい。

魅力化推
進室
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